
ホッケ資源の回復に向けた資源管理を実施

・道北日本海～オホーツク海のホッケ資源（道北系群）は、2010年以降に約10万トンから３万～４万トンに急減。
・漁獲量が急減した原因の解明と資源回復に向けた「資源管理」が必要。

環境地質本部 地質研究所道総研 水産研究本部
中央・稚内・網走水産試験場

背 景

成 果

期待される効果

・2012～2015年上半期まで資源管理方策を実施（漁獲努力量等を３割程度削減）。
・親魚量の下げ止まりを確認し、「資源の崩壊」を食い止めた。
・行政機関や漁業団体と連携して、追加の必要な資源管理方策を実施予定。

・日本海の異常高水温を記録（2010年）
● 2010年以降、ホッケの漁獲が低調
●青森県陸奥湾で、ホタテガイ大量へい死

・2010年は親魚はいたが、稚魚が育たな
かった。

・悪循環：親魚減から負のスパイラル
（親魚減→加入尾数減→親魚減）

１ 日本海異常高水温を記録

２ 親魚はいるが稚魚がいない

－2010年日本海の異常高水温の影響で、急激に悪化する資源状況に対応－

３ 漁獲を控えて、資源を回復

・出漁を3割削減した場合、親魚量は
回復傾向に（ 、 ）

・削減しなかった場合、さらに親魚量
が減少（ ）

・2015年で削減を終了した場合、再
び親魚量は減少に転じる（ ）
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親魚量 ０歳魚資源尾数 ＲＰＳ

2010年の稚魚
生残が極端に低い

RPS:親魚量当たりの加入尾数（卵～稚魚の生残指標）
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削減しな
かった場合

３割削減を継続
（平年並の生残率を仮定）

３割削減を継続
（低生残率を仮定）

削減を2015年
で終了した場合
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自主規制

親魚 ：成熟した魚
資源の崩壊：漁獲量が過去最大の

10％以下になった状態

実データに基
づいた推定値2010年８月下旬

（異常高水温）
2009年８月下旬
（ほぼ平年並）

海面水温(℃)海面水温(℃)

電話：011-747-2804
http://www.hro.or.jp




